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一時保存して置いたりボン状のアラメは入手の出来た時，淡水l乙もどし，

煮てから “板アラメ"，ζ作製する。また煮上ったものをそのまま調味して食
用にも供する。“板アラメ"を食膳lζ供する時は半日乃至 1日，水または湯に

浸 して置き， 軟かくしてから用いる。

結辞

“板アラメ円(Brick-arame)は日本海lζ産するツjレアラ メ (Eckloniasto-

lonifera OKAM.)を原藻とし， 佐渡lζ於いてのみ加工せられ，輿ー味深きもので

あるので， その製法について調査し，緩めてみた。特に北海道大学・山田幸男教

授のおすすめもあり，色々 と御示教を得た。此処K謹んで感謝の芯を捧けγこい。
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アメリカ を巡 りて (IIJ) 

瀬木紀男

T. SEGI: My visit ta America (Ill) 

(7) 口スアンゼルスから再

びサンフランシスコヘ

ロスの滞在を終り10月3日

朝再びシスコへ向う 。ロスの新

空港は各航空会社が夫々独立の

専用 ピノレを持つ素晴しく大きな

もので，待合室から波り廊下が

飛行機の昇降ロlζ延び，地面Iζ

降りず直接乗り込める様になっ

ている。 UALで 1時間半程飛

んでシスコへ到着 したが，偶然

加州大学の LifeSci巴ncesBuilcling 

(部類学教室は8階ICあり)

新崎博士と同じホテノレで好都合であった。翌朝早速パークレーの加州大学を
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10年振りで訪れた。 既に山田， 田中 向山諸先生が来訪され，又目下千原

氏が術在しておられるお馴染の大学である。 ]Ji良く PAPENFUSS教授，SlLVA 

藻類学教室(11告主主室)入口にある印刷機

(加州大学， Life Sciences BuiJcling内)

博士共lζ而会出来，お互の健在

を祝した。藻類学教室は Life

Sciences Builclingの8階 lζ あ

り，入口lζは印刷機があって簡

単なものは自ら印刷出来る綴に

なっている。室内の状況は在室

の人が変っているだけで昔と少

しも変らず懐しかった。然 し小

生のシカゴ滞在1:1コに起った飛行

機事故で， 研究員の GORDON

氏が思いがけなく惨死したと

SlLVA氏が涙ながらに諮った。お昼休みに同氏と美しいキャンパスを歩き，

立並ぶ学生のピラや立札を見ながら Sathergateから外へ出ると，新しく出

来た Stuclentcenterが展開1する。有プ'jfζは屋根の高さが夫々違った学生食堂

が一斉に立並び， 左方lζは Auclitorium‘ot五cebuilcling， Stuclent U nion等

がある。乙乙の池にはいつも番をしているという名物の犬がいる。乙の辺一

帯色とりどりの各国の服装をした学生が行き通い，如何にも国際色豊かであ

る。猶， Stuclen t U nion (学生会館)l;t 1+1貨は全く使わず学生関係の寄附金の

みで出来たもので， lounges， ballroom， meeting rooms， game rooms，学生食

堂，売庖等完備している。

持ii在中の一日 PAPENFUSS

氏 と白色の時計塔 Campanile

towerへ上り，四周を見i泣すと

果てしなく美しいキャンパスが

拡がる c111上には放射能研究所，

中腹には競技場， 音楽堂，寄 1~1

舎をはじめ各教室の ピノレが限り

なく立並び絵の様に美しい。

乙こから DurantHa!l を訪れた

が，乙乙は東洋専門のi絞警が多

ノマーペン フス教授(右)とシノレヴァ一博士

(出l州大学構内にて)
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い。また滞在中 SILVA氏の好芯で Gold巴nPark内の SteinhartAquarium 

を訪れた。同館は目下一部修迎 I~中j争コでで、あつたが， Tr口:lgg伊巴r凶s(Tr討iggaFishesポタ

ンを押すとカニの餌が!降笥下する仕掛あり)， Sand Tiger Sha訂rks王cs，Flippy (大

亀亀，Kく巴句y

M巴吋dak王也a(σJapanes巴 R町lCぽ巴 五fish同)，Wolf-Eel (βS巴回aAn巴mon巴 と居る)， Piranha 

(Am羽1azon産)， Talking fish (Yellowish， Spotfin Croak巴r)等興味深かった。

乙の帰りに有名な Fisherman'sWharfを訪れたが， 漁船は美しくペンキで

塗られ，文:旬、市場では巨大な エ ピ(イ セエピの 3~4 倍もある ) 1ζ驚いた。

10月9日SILVA氏の箪で新崎氏と共!ζ MossBeachへ採集[ζ行った。

約 2~3 時間 ドライ ブし ， 見 iJ.主す限りの住宅地帯， Westlalce等を過ぎると

褐色の荒削りの海岸地帯が続きいかにも大陸的だ。 間もなく MossBeach 

k着き Lami1laria，Gloioρhloea， Nereocystis， F.μcus， Egregia， Ptilota_ P07~­

phyra， GigaTtina， Agardhiella， Erythroρhyllwn，。ρμtiella，Gαstroclonium， 
Botryoglossum， Hymenenα， Pikea， Halosacci・on，Pteros砂honia，GeudμI7n等

30余荘i採集するととが出来た

が，務長iζ印象深かったのは巨

な }lereocy.~ぅ tis が一面にう

ず高くつみ上げられている風

景ーであった。

10月11日lζは同じく 3人

で Pacificgroveへ向い， 2時

間程ド ライ ブして Palo alto 

の Stanford大学K着く 。 医

学部は壁が組い目のように作

ってあり，天:Jiから大きな鉢

うず高く紛っ た Nereocystis
(Moss Beach海岸ICて)

値が吊り下げて飾られ，前庭!とは数々の美しいl噴水がある。スーパーマーケ

ット，工学部附属の工場等があると乙ろはいかにも私大らしい。 ζ 乙を通過

してii町らくする と山に入る。 乙の辺一帯は Bigbasine State Parkと称する

森林公園で，Red woodの巨木がうっそうとして立並ぶ。 Mont巴日 yの20カ

国の外国語を教える Armylanguage Schoolを過ぎ，夕方 HopkinsMarine 

Station Ie:漸く到着して Dr.ABBOTTと再会した。ζの実験所前lζは沢山の

白い鳥 CaliforniaGull (Cormorant fishing F:佼う)がとび立ち，右岸lζは如、
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市場水産関係の工場(缶詰等)がある。 この附近の海藻は既lζ ABBOTT女史

が採集準備 しておいてくれたが Gelidium，Pelvetia， Enter01n01-pha， Batrio-

clιiia，Calloρhyllis， Plocamium， Laurenaa， Batryoglossum，文 NIac1"Ocystis

上にあるもので， HOLLENB2RG教授により おか5判 onzaと lifehistOTyが

相注する と研究された Pterochondriawoodii等あり興味深かった。 夕方

アボ y ト女史(右)と?在者

(l-lopkins Marine Station織内lζて)

見渡す限り浮雌する Nen仰の山¥(海岸近く)

と1¥1acrocyslisの1汗落
(Monterey Peninsulaの海岸!とて)

SILVA氏の車で Montereype-

ninsulaの所謂 17mileドラ イブ

lζ出かけた。 ζ の辺は私有地の

為，入場料を払って入る。見渡

すかぎりの公園， ゴノレフ場，

Cypressの美 しい並木が泉てし

なく続き，一方海岸(ζは岸辺[ζ

Nereocystis (プクプクと巨大な

気胞が浮 いている)， 沖合には

NJacrocystisが浮遊してR-r訟を

作りf毎回が黒くな って い る程

で， 折からのタ聞の中で実!と壮

観であった。searockでは Cali-

foania sea lionのガァ ーガ了{

という鳴き声が対岸でもよく聞

える。翌日 は又 ABBOTT女史の

エp.で有名な避暑地 Carmelを訪

れたが， 途中家ぐるみ包んで消

毒 している所をみて一寸興味深

かった。CarmelBeach， Mission 

Point等で沢山の打揚げ海泌を

採集したが Alariム Pterygo-

ρ11.01-α， Desmarestia， Egregiム

D ic tyo neurum鵠の{位、 丸太の如き Nereoc)叫1..すが海岸[ζ一斉lζ打上げ， 之

IC多くの MaC7-ocystお もiftり壮観であった。

滞在最後の昼頃 PAPENFUSS教授宅を訪れたが，此処も 10年前と全く変

らなかった。 ただ可愛いいJjjやであった令息の Mr.TEDDYは今は既に立派
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に成人され?目下アフリカのガーナでre虫類の研究をしつつ，高校教諭とし
て活躍しておられる由である。そのためか自宅の一室には多くの生きた究虫

類の採集があり，グロテスクな蛇等が這い廻っていた。

(8) サンフランシスコからシアトルヘ

シスコの滞在もいつしか夢の如く過ぎ去り， 10月15日午前9時 UAL

でシアトノレに向う。濃霧のため予定より大分遅れ2時間余もかかつて漸く到

着したが，まだ他の空港に着かなくて幸であったとのととである。翌日珍し

く雨降りの中をワシントン大学の中央水産研究所を訪ね， 所長 DONALDSON

博士と会見後， PALUMBO博士の案内で所内を見学する。 乙乙は Radiation

Biologyが活援に研究されているが， PALUMBO氏は藻類に関するラジオアイ

ソトープ，藻類の生態に関する研究を行なっている。 Mrs.SI-IORTの案内で地

下室の御自慢の標本室(各国からの莫大な数にのぼる水棲動物ありに Counter 

roomでの精密な機械装置をみ， 且つ Fresh "¥vater algae についての説明を

聞く。この一室では Fernlakeで Alkaloidにて Carp，Sucker等の移しい魚

が弊死している写真に注目をひいた。又この研究所構内の池では折から鮭の

採卵が行なわれていて興味深かった。乙乙で放流したものはかなり北洋にて

日本に捕獲され， こ乙の海岸には日本漁船のガラス製の大きな円い浮子(ウ

キ)が流れつく事もある由である。昼頃 PALUMBO，HELD両氏と共に町をド

ライブする。北辺の地のせいか何となくうらぶれた感じもする。午後ワシン

トン大学の植物教室を訪ね，大学附属の FridayHarbor Laboratories にて海

藻の ecology，cytologyを受け持つている NEUSHUL氏と種々語り，Postelsia 

の標本を戴き，又所長の FERNALD氏と会見した。翌日町の中央にある Drive

in Bankを訪ねたが，車から降りず直接用足しの出来る能率的な点アメリカ

らしく興味深かった。

(9) シアトルからパンクーパーヘ

10月18日午前日時 10分 UALでシアトノレを発ち， 40分後パンクーパ

ーに着いたが，幸い快晴に;恵まれ機上から雪をいただいたカスケード山脈が

美しくみえる。空港で簡単な検査の後‘折柄留学中の林氏と PENNEY氏の出

迎えを受け，同氏宅に向った。秋酎の清々しい森林や田園地帯を過ぎ，昼過

ぎBritishColumbia大学の BiologicalScience Building に SCAGEL博士を

訪ね， 海藻実験室にて POら，siphonia，Gelidiumの標本を検する乙とが出来
た。 乙の室には研究生として DRUEHL氏と， ハワイ産の海藻研究中の LEE

- 29-



昭和 37年 12月第3号第 10巻類色栄106 

ライアー乾燥器 (下部には電熱

上部の煤突には換気扇のつ

いたl虫取紙乾燥箱) は一寸而白

く注目 された (写真参照)。

教室入口前の廊下には Green

又乙とにある ド

この

氏が居られる。

器，

(Mar. 

Pacific) Fryeella， Desmm-estia， 

Egregiaλ!fenziesii， Nori， Konbu 

等が美 しく展示されていた。構

内は清潔で敷地が広く，灰色の

落着いた英国風のピノレが立並ん

で本当に爽快であるコ化学教室は超モダンで，小さな多数の窓は全部色ガラ

スが使われ，夜は内部の照明を通 してJ傑々な色を発する。海洋教室は木造で，

乙乙lζ Dr.PICKADを訪ねた。変ったものに BrockHall Muralと云うもの

があり， ピノレの壁而lζ各学部の徽章が美しく展示しである。

大学の構内のー|叫には日本庭園が造られ，石崎能や有名なが「渡戸稲造博

North of alg. AJgae 

唾

-aa，
挺

-aE，
a
-

護

‘h喝、h

ドライアー乾燥総(中央)ー下部，c電熱線，
上部の筒，c換気弱あり

(プ リティ ッシュ・コロンピア大学，

藻類学実験室iζて)

士を記念する石碑が立 ってい

る。又立派な木造の日本家屋

が建ち畳， 障子 (ニューヨーク

Haskins Laboratories でも

内部lζ障子が仕切りとして使つ

である)，茶席まである立派なも

のである。まるで日本のどとか

の

.~，'I--，~ 

Brock Hall Mural 

(各学部の徽f~: ，右JtffJ下部のものは水産

主部-fishを示す，中央上部のものは海

洋学部-opposlllgcurrentsを示す，左

端下部のものは生物学部-fourrepro-
ductive symbolsを示す，ブリ テイツゾ

ュ・コロン ピア大学にて)

- 30-

LamilZa ria， 

興味深Macrocystisの発生を，

を歩いている様な錯覚にとらわ

れる。又桝内の FllC1.l1tyclllbで

Dr. SCAGEL， Dr. COLE (女史)， 

Dr. STEIN (女史)と屡々会食 し

て色々 Discllssionする乙とが

出来たイlH，COLE女史の好芯で

Costan:a， Alaria， 
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く抑iいた映画 ‘'Thesexual reproduction of some brown alga巴"を観覧した。

又乙の教容で~<<i まれて 1 1本のノ

リにつ いて の講演を行なった

り.もり沢山のスケグューノレで

あった。

T!J'， l'のスタ ンレー公H，Iも2
皮科 ドライブする乙と7)'，'1¥ ;j~た

が. リスがすぐ LIのiifiをピョン

ピョンと人なっとくとび処lって

いるというj長1j~l さであった 。 ζ

乙にかつて 1 1 本に i)'~ ~"l した S.S

Empress of .fapan ( 1891 ~1922) 

の. 木造の也の彫刻のある ilill

スケジュール博士(右)，スクイン女史 (Flコ央)

及びコ ーJレ女史(左)

(プ リテ ィァシュ ・コロ ンビア大学，

Fac山yclub古ii(cて)

(Figurehead)が記念[ζJR不しであるが，阿附、，j.;近庄には λNelのli?1向ο「り)1人川.

いている。

乙乙にある水族館は:;Rり大きく はなかったが，内特は栢めて充実してい

る。水桝にいる Lingcod(0ρh.iodoll elollgatus)， Giant skilfish (Mystery fish)， 

Alligator snapping (Turtle， Ji!Jacroclemys tem/1uncki)， Lionfish (Pterois voli-

tans)， Bat stingray (I-Iolorlullus Calザ01川 !cα)等，j苅の池にいる CanaclaOtter 

も興味深かった。 又実物の Nereocystisが， 7)( ;f~ilC投入されて展示しである

Jiは殊に注目された。

滞在中の 10月21n lfi)j Friday I-Iarbor Laboratories及び OrcasIsl.へ採
集lζ行くためノインク ーパーからパスlζ乗り ，1可境を越えてfI}び米同僚に入り，

Anacortesから大きなjll(絡船 (rlJIζ多数のカーを入れる) IC乗って夕方十lViく

Friclay Harbor lC着いた。 Mr.GROSEの出迎えをうけ， 所長 Dr.FERNALlJ 

と再見 し得て好都合であった。此処はかつてILlm先生が来訪された所で，森

の111にポツ ンポツンと独立した一戸建の宿舎，研究所が援んでいる。u下大
尖験京の建築工事rl-Iで.之[ζ 口本式主t築が加l沫されるとの:jfである。翌日乙

の辺ー布・の採集を行なった後 Orcas Isl. IC向った。 乙乙は例の IくYLlNの

Orcasiaの原産地で P01YSlρhOlliasellticulosa I-IARVEYは校が内生的にl11

*るという列1.1I-1で OrcasiaIζ属せしめられた。 乙乙も乍者としては必非訪

れたい処であった。 Orcasia の type は I~)Eに Lu ncl で ~n者がjù査したが‘ 之

- ;)1ー
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オ Jレカス山の遠望

(迎 絡船上より)

(10) パンクーパーから帰国の途ヘ

と近似の多数の定1:涼を採集する

事が出来た。猶， ホテ Jレの ~'G)苫

[ζ，岡市が11LUで何も写ってい

ないヱハガキがあったので不思

議!こ思い，L111ーの親爺{ζ聞くと，

行;むげに“Nolight"と符えた。

オノレカスj誌の夜は11日い。何処へ

行っても人工の土!のがIlく アメリ

カでは，No lightである乙とも

一つの判長らしい。

10月 25口いよいよ帰国の11守が来た。奇しくも丁度カナダ同首相も，同

日口本訪問の旅lζ特別機で出られたが，途中故防で-rI.引き返されたとの事

である。fft者の CPAは定刻「|1発したが，僅か十数人の乗仇:のみで，ガラあ

きであった。 途rllAnchorage Iζ思いがけなく着陸liしたが，4:ic下前政欧の|時
寄った際と全然変りなく，懐しかった。ζとは既lζ氷勾[ζおおわれ， さ{や氷

をふんで附近を散歩する。少JE!後再び郷い上り， アラス カ大|訟の上をゆく 。

ジェット機のため飛ぶというより，大気の中lζっき込んでゆくという感じで

ある 。 周囲は成問闘でう す背く ， 壮絶を~1Eめる 。 ア ラス カ 大陸が遥か裂の下
lζ横たわる。 :1¥発後 1011寺問，夜となって機は11'，jもなく来京着とのアナウン

スと共lζ ぐんぐんと下る気配を感じ羽IJIIC着陸。車輸の響きがピン ピンと符

き，とにかく口本!と安着してホッとする。又ごちゃどちや した日本!ζ帰り，

児(しいようなもっと府たかったような惚雑な気作であった。 (完)

(三軍県立大学水路学部)
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